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１．概要（Summary） 

 間葉系幹細胞を用いた再生治療が注目されている。

間葉系幹細胞による治療効果を向上させ、確固たる治

療法として広く認められるためには、高品質の間葉系

幹細胞を大量に抽出することが急務である。間葉系幹

細胞を用いた再生治療を促進するために、本研究では

マイクロパターンを用いて生体組織から高品質の間

葉系幹細胞を大量に抽出する新技術を開発する。その

マイクロパターンの作製および再生を、ナノデバイ

ス・バイオ融合科学研究所のクリーンルーム内の設備

を利用して行う。本研究によって、間葉系幹細胞の足

場に最適なマイクロパターンが得られる。そのマイク

ロパターンの形は、間葉系細胞を分離する技術や、動

きによって細胞を診断する技術、あるいは必要な細胞

が自発的に目的の場所に集まり組織を再生するよう

な再生医療用材料への応用が期待される。これらの成

果は特許出願されると共に、論文発表される予定であ

る。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

エッチング装置 (レジスト Ashing用) 

【実験方法】 

 1 cm 角シリコンウェハ上にフォトリソグラフィを

用いて様々な形状のマイクロパターンを作製した。パ

ターン作製後、FE-SEMおよびカラーレーザー3D顕

微鏡 VK-9700（キーエンス㈱）を用いて、各マイクロ

パターンの三次元的な形状を観察した。得られたマイ

クロパターンの形状像から、各マイクロパターンの空

孔率や深さ、基本形状のサイズ等が求められた。 

作製されたマイクロパターンは、細胞培養に用いら

れる前に O2 プラズマ処理により表面を親水化され、

滅菌された後、培地に浸漬されて減圧下で脱気された。 

これらのマイクロパターン上で間葉系幹細胞を培養し、

各種観察を実施した。その後、広島大学にてエッチング

装置 (レジスト Ashing用) による O2プラズマ処理（10 

min）および HF 洗浄を実施し、マイクロパターンの

再生を試みた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 様々な形状のマイクロパターン上で培養された間

葉系幹細胞は、各マイクロパターンの形状を顕著に反

映して接着伸展することが分かった。また、間葉系幹

細胞の迅速な大量抽出に有用なマイクロパターンを

いくつか見いだすことに成功した。更に、O2プラズマ

処理（10 min）およびHF洗浄により、マイクロパタ

ーンの再生を試みたが、マイクロパターン表面から完

全に細胞を除去することができなかった。マイクロパ

ターンを再生するためには、O2プラズマ処理の時間を

延ばす必要がある。 
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